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論 文 の 内 容 の 要 旨

研究の目的として,野外環境における活動とレクリエーションが療育的効果を持ち,野外

環境に出かけることが困難な身体的あるいは知的障害者にとって一定の療育方法として野外

環境を活かした作業療法あるいはレクリエーション療法が開発されようとしている｡これを

野外療育として室内療育と対比されており,知的障書者の療育方法においても室内療育から

野外療育への展開が模索され,日本でも既にいくつかの野外環境を活かした療育施設が見ら

れる,増加の方向が見られる｡実際の野外療育活動を通じて,野外療育の方法と効果を検証

していくことが本論文の目的となっている｡

論文の構成は第1綜の知的障害者の療育に関する概論部分と第2編の3事例の療育施設に

おける研究部分とで構成されている｡

第1編は4章で構成され､知的障害と療育の概念の定義を行うとともに､事例研究の位置

づけを行うことによって､研究の目的と方法を明確に示している｡療育とは治療方法の確定

していない障害について教育や保育の活動によって症状を軽減･克服させる方法としてとら

れるものであり,どのような療育方法が見出されてきたかを明らかにしている｡知的障害者

の療育に対する社会的認識の変化に関して,欧米に始まる知的障害者の療育の近代の歴史的

進歩をたどり,現在の段階を明らかにして,解決すべき問題点を見出している｡野外療育の

方法は先端的なものであ卑とともに,方法自体の検討とその効果の検証が重要である点で,

本論文の意義をみいだしている｡日本における知的障害者に対する社会的認識と療育施設の

現状を明らかにして事例研究を位置づける概観をおこなっている｡

第2編の3事例の療育施設における研究では､研究方法として実際の療育活動を行い､療

育に当たった個々め障害者への長期的な対面的観察を通じて調査を行っている｡同時に施設

の同僚の療育効果に対する評価を総合化して客観化を行っている｡
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3施設の野外活動による療育活動の内容は相違しており､U.SA.のカロライナの施設<

Q汀01inaLiviru血唱Center>は､障害者個々の療育に対応できるTEACCHプログラ

ム(1972)を確立して園芸活動による療育を行っており､このプログラムを現地の施設で体

験しながら､学ぶとともにその方法と効果に関する検討を行っている｡園芸作業を細分し,

各作業の内容を現地に印づけすることによって明示して､障害者が作業を取り組みやすくす

ること行っている｡1日の生活計画を図示した作業内容のカードの範合せで示すことによっ

て示して目的意識を持つようにする｡これを個々の障害者ごとに療育者が1人づつついて行

うもので､行動と認識の構造化を進める簾育方法であったことを俸験し､その理念と方法を
明らかにしている｡

日本の知的障害者療育施設は療育活動に森林作業を積極的に取り入れている長野県の自閉

症療育施設<白樺の家>における事例と障害が重度のため野外療育には消極的ではあるが､

周囲の自然環境に恵まれた発達障害者福祉臨床施設<親愛の里松川>の事例である｡日本の

実情として療育者の受け持つ障害者の人数は数人であり､1:1の療育は望めない状態があ

り､集団的な療育を行っている｡白樺の豪の森林作業は森林内でのシイタケなどの原木の採

取から栽培､採取までの作業が年間通じて行われ､そこに障害者が自主的に参加することに

よって進められている｡療育者の1員として加わりながら､数人の障害者の療育と観察の記

録を行った｡日毎の記録を1年間の推移と経年で見ることによって自閉症状の改善効果を明

らかにすると共に､入院当初と現在を対比し数十項目の指標を5段階で評価し､入所の障害

者全員の評価を療育者全員で集計して客観化し､症状の軽重と療育効果の関係を数量的に明

らかにした｡親愛の里松川は開設当初から療育者として加わり,入所の精神遅滞の知的障書

者の行動レベルに応じて介助と野外活動の時間的配分を行いながら,野外活動として造園･

園芸作業とレクリエーション活動を設定している｡造園･園芸作業に‡mCCHプログラム

を適用して行い,3人の観察結果から1年半後で身体能力､感情の安定､コミュニケーショ

ン能力､基本的生活能力の顕著な向上が認められた｡

以上の3施設の事例を通じて､知的障書者の野外作業による療育は､療育職員の活動とそ

の療育方法を通じて総合的な効果を示し,障害者自身も野外環境を好むようになっていくこ

とが明かとなった｡

審 査 結 果 の 要 旨

知的障害者の療育は社会福祉の観点で現在､重要な問題となっており､療育施設の建設も

各地で進められている｡療育方法の研究も長い歴史を有しているが､未だに決定的な治療は

困難な問題であり､療育方法も確定しておらず､様々な療育方法が検討段階にある｡近年､

野外環境を利用した療育方法を取り入れた知的障害者の療育施設が建設されているが､日本

ではその療育効果に関する研究はほとんど行われていない現状であった｡本論文は療育介淳

の実地の活動を3つ施設の事例で行うことを通じて､野外療育の効果を明らかにしていこう

とするものであった｡

研究方法として実際の療育活動を行い､療育に当たった個々の障害者への長期的な対面的

観察を通じて調査を行ったことは,会話の困難な知的障害者には､療育効果を直接､聞き取

ることはできず､また､長期的療育によって効果が生じるので､調査方法としては他に方法

を見い出す事ができなかったことがこうした方法をとる必要があったと考える｡

U.S.A.のカロライナの施設<CarolinaLivingLearningCenter>ではTEACCHプログラ

ム(1972)方法として行動と認識の区分による明三示(概念化)と障害者の自発的な意志のも

とで生清の規則となるプログラムを組み立てることによって生活意鼓を構造化する療育方法
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であり､日本の施設では現在､取り入れていないが､療育方法のモデルとして日本の療育と

比較することができる｡このプログラムを現地の施設で体験しながら､学ぶとともにその方

法と効果に関する検討を行っている.

長野県の自閉症療育施設<白樺の家>における事例では､療育者の.1員として加わりなが

ら､数人の障害者の療育と観察の記録を行った｡障害者個人の特別のプログラムはないが､

集団行動として誘導され､障害者が療育者の励ましと賞賛で作業に参加することが多くあ

り､障害者は作業による肉体的健康の向上,野外の自然環境による行動の広がりと多様な感

覚刺激,療育者とのコミュニケーションによって､多面的に療育効果が上がっていることが

明らかになった｡続愛の里松川の事例では3人の観察結果から1年半径で身体能力､感情の

安定､コミュニケーション能力､基本的生活能力の顕著な向上が認められた｡また､こうし

た療育活動を展開する上で､地域住民の協力が大きな役割を果たしており､地域の自然･社

会環境が有効に作用している｡野外療育活動の効果は､長期間の継続的な療育によって､知

的障害者の生活能力の向上と人間的生活の安定的維持が可能となる方向が示された｡

以上について､論文全体の構成,研究目的の社会的有効性,対面的親祭による研究方法の

適切さと努力,得られた研究結果の評価の分析,結論としての抱合的考察に関して完結して

おり,さらに将来の展開の可能性が大きいと判断される｡審査委鼻全点一致で本論文が岐阜

大学大学院連合農学研究科の学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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